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◆国立・国定公園の現状

日本自然保護協会では、
2013年に、保護地域アトラスを
発行。

→日本の保護地域の現状を評価



保護地域のギャップ分析



都道府県ごとの重要な植物群落と自然公園、
自然環境保全地域との関係





各国立公園の保護地域分類カテゴリーの割合



各国定公園の保護地域分類カテゴリーの割合



IUCNカテゴリー
Ⅰa 厳正保護地域（生物多様性の保護）
Ⅰb 原生自然地域（自然の特徴とその影響が残され

ている広大な原生地域もしくはわずかに改変
された地域の保護）

Ⅱ 国立公園（大規模な生態学的過程を保護）
Ⅲ 天然記念物（特定の自然の特徴の保護）
Ⅳ 種と生息地管理地域（特定の種や生息地の保護）
Ⅴ 景観保護地域（人間と自然の長年にわたる相互
作用による景観的な価値を備えた地域の保護）

Ⅵ 自然資源の持続可能な利用を伴う保護地域
（関連する文化的価値と天然資源の伝統的管理制度
とともに生態系と生息地を保護）

ＩＵＣＮの保護地域カテゴリーとの整合性



国立公園に当てはめられたIUCN保護地域
管理カテゴリーの現状とNACS-J提案



国定公園に当てはめられたIUCN保護地域
管理カテゴリーの現状とNACS-J提案



◆国立・国定公園の現状から見た
大規模太陽光発電施設設置のあり方について

①自然公園法の改正において自然保護区としての
機能が強化された。

②重要な自然環境が保護地域になっていない現状
の改善が急務。（草地は保護地域率が低い）

③その上で、地種区分の見直しは急務。

④現状で国立・国定公園を開発する必要性が
あるのかについて、議論が必要。
そもそも太陽光発電は、大規模システムより
小規模システムのほうが優位。



◆国立・国定公園の現状から見た
大規模太陽光発電施設設置のあり方について

⑤草地に及ぼす生態学的影響の科学的知見がない。

⑤したがって、現状で開発認可のガイドライン
作成そのものが時期尚早と考える。

⑥科学的知見の集積、地種区分の見直しまでは、
個々の自然環境の特性を鑑みての個別判断が妥当。


